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講演内容 
 

1. 素粒子（高エネルギー）物理学とインターネット 
 

2. SCOAP3について 
 

3. 日本物理学会の新しいOA誌 
 

4．まとめと課題 

第1回SPARC Japanセミナー2011 



１．素粒子（高エネルギー）物理学とインターネット 

高エネルギー物理学（High Energy Physics, HEP) 

物質を構成する最小の要素とそれらに働く力を解明する学問。 

原子 

電子 

原子核 
陽子 
 

中性子 

6種類のクォーク 
u, d, c, s, t, b 

6種類のレプトン 
電子、ミュー粒子、タウ粒子 
3種類のニュートリノ 

自然界の4種類の力 

重力  
電磁力 --- 光子  
強い力 --- グル―オン 
弱い力 --- W, Zボゾン 

実験：加速器を使ってこれらの粒子を発生させて、その性質を調べる。 

素粒子の標準モデル 

未発見の粒子：ヒッグス粒子など 

理論：実験データを説明するモデル（理論）を提唱する。未発見の粒子を予想する。 



素粒子理論 

論文数の内訳 
実験 

9割以上が理論の論文！ 

紙と鉛筆と黒板 --- お金がかからない？ 

スーパーコンピューターを用いた大規模計算 

個人または小グループの研究 



高エネルギー実験 

巨大な加速器、巨大な観測装置、巨額の費用 --- 国際共同実験、大規模な実験チーム 

CERN（LHC) 
ジュネーブ近郊 

J-PARC 
東海村 スーパー・カミオカンデ 神岡鉱山跡 



インターネット技術の発祥地 

CERN (European Organization for Nuclear Research) 

ネットワークを通じて、実験データを多人数で共有する。 

WWW (World Wide Web) の誕生（1990年）。 



プレプリント・サーバーを創始 

LANL preprint archive : 1991 ポール・ギンスバーグ（素粒子理論、 
               ロスアラモス国立研究所）が創始 

1991年、arXiv.org と改名、コーネル大学図書館が運営 

物理学、数学、非線形科学、計算機科学、量的生物学 --- 
50万編以上の論文を収録。 
掲載・閲覧ともに無料。 

研究者のニーズによって生まれたリポジトリ― 
ピア・レヴューなし --- 学術誌に代わるものではない。 



HEP研究者コミュニティの特徴 

 97%のHEP論文はarXiv.org上にあり、誰でも読むことができる。
（実質的にオープンアクセス化が達成されている。） 
 

 殆どの研究者はarXivを通じて論文を読む。 
 

 学術誌に出版された論文を読む研究者は10％以下。 
 

 学術誌は、もはや情報発信の役割を果たしていない。 
 

 しかし学術誌は、ピア・レヴュー審査によって「正統性」を与える
ので、今後とも必要。 
 

 図書館は情報流通のためではなく、正統性付与のシステム維
持のために購読費を払っている。 



HEP研究者コミュニティの特徴 ２． 

HEP関係の論文を掲載している主要な雑誌：OA誌は皆無 ! 

Physical Review Letters: American Physical Society (APS) 
Physics Letters: Elsevier 
Nuclear Physics: Elsevier 
Journal of High Energy Physics: SISSA  (Springer) 
Physical Review D: APS 
Journal of Physics G: IOP 
European Physical Journal C: Springer 
Progress of Theoretical Physics: Yukawa Institute (京都大学) --- 日本物理学会 

 9割のHEP研究者は、OA誌の実現を望んでいる。 
 実際にOA誌に投稿された論文は1割に満たない。 
 OA誌に投稿しない理由として、１．研究費の不足、２．OA誌の質が不十分。 

CERN等のサーベイの結果： 



２．SCOAP3について 

Sponsoring Consortium for Open Access Publishing in Particle Physics 

A consortium facilitates Open Access publishing in High Energy 

Physics by re-directing subscription money. This answers the 

request of the High Energy Physics community. 

 

Today: (funding bodies through) libraries buy journal 

subscriptions to support the peer-review service and allow their 

patrons to read articles. 

 

Tomorrow: funding bodies and libraries contribute to the 

consortium, which pays centrally for the peer-review service. 

Articles are free to read for everyone. 

2006年(?)にCERNが提唱 

http://www.scoap3.org/whoisscoap3.html
http://www.scoap3.org/community.html
http://www.scoap3.org/community.html


SCOAP3のイメージ 

SCOAP³ 

Subscription model Full open access model 

HEP journals 

HEP journals 

by I. Russel (OUP) 



SCOAP3における入札のイメージ １ 

http://scoap3.org/files/Mele-scoap3-6April.pdf 



SCOAP3における入札のイメージ ２ 

http://scoap3.org/files/Mele-scoap3-6April.pdf 



SCOAP3における入札のイメージ ３ 

資金が尽きたところでお終い。 

http://scoap3.org/files/Mele-scoap3-6April.pdf 



SCOAP3：負担額の国別分布 

http://scoap3.org/share.html 



SCOAP3：2011年9月に日本も合意 

Expression of interest to join SCOAP3  
This letter expresses the interest of the High 
Energy Accelerator Research Organization (KEK), 
National Institute of Informatics (NII) and 
Coordinating Committee for Japanese University 
Libraries (CCJUL) to join SCOAP3. 
 
We hope that the SCOAP3  tender process will 
result in a fair representation of the diversity of 
the landscape of physics journals across Asia, 
Americas and Europe. 



 HEP関係の主要な出版機関（APS, Elsevier, IOP, SISSA, Springer) は全て入札
に応じる意思を示した。 
 

 雑誌全体をOA化するものと、HEP分野以外は購読モデルのままとするもの、
両方のケースがある。 
 

 各国からの出資を確保するのに多大な時間を要した（既に5年経過）。長期
的に持続可能なのか？ 
 

 公平な入札をどのように行うのか？ 



SCOAP3：Market Survey （2011年10月、最初の一歩） 

入札への参加条件： 
 

 2010年に10編以上のHEP論文出版の実績がある。 
 SCOAP3のコンテンツに対してCreativeCommonsライセンスに沿ったOA化を行う。 
 SCOAP3に参加する場合には、購読料を減額しなくてはならない。減額料は、そ
の雑誌の論文のうち、SCOAP3がサポートする部分に対する従来の購読料を下
回ってはならない。 

 SCOAP3に参加する雑誌の購読料減額を補填するために、他の雑誌を値上げ
してはならない。 

2013年からの運用をめざす。 

60%以上の論文が、arXivのhepカテ
ゴリー論文に属する雑誌： 
  雑誌全体を支援 
それ以外の雑誌： 
   hepの比率分だけを支援 

http://cdsweb.cern.ch/record/1384149 



SCOAP3：今後の課題 

 仮に運用を開始できたとして、財政的に長期的な継続が可能か？  
一部の国が参加を取りやめれば全体が立ち行かなくなる。 
 

 一度スタートした後で、継続できなくなれば、出版社にしわ寄せがくる。
（一度終了した購読契約を再開するのは至難。） 
 

 入札の公平さをどのように保障するのか？（雑誌の質の評価の問題） 
 

 新規の参入をどのように保障するのか？ 

リスクの大きな実験であることは否定できない。 
 

しかしこのような試みができる分野は、高エネルギー物理学
以外には考えられない。 



Proceedings of the Physico-
Mathematical Society of Japan 
1903 ~ 

Journal of the Physical Society of Japan  (JPSJ) 
1946 ~  

Progress of Theoretical Physics  (PTP) 1946 ~ 
（Yukawa Institute for Theoretical Physics,  
 Kyoto University) 

日本物理学会 

応用物理学会 

Japanese Journal of Applied Physics  (JJAP) 
1962 ~  

Applied Physics Express  (APEX) 2008 ~  

Optical Review 1994 ~  (日本光学会) 

４．日本物理学会の新しいOA誌 

京都大学 
基礎物理学研究所 

日本の物理学ジャーナル 



湯川秀樹  

(Proc. Phys.-Math. Soc. Japan. 1935)  

朝永振一郎 (PTP 1946) 

小林誠、益川敏英 (PTP 1973) 

江崎玲於奈 

(Physical Review 

1958) 

小柴昌俊 

(Physical Review Letters 

1987) 

南部陽一郎 

(Physical Review 

1961) 

世界をリードしてきた日本のHEP研究者 



これまでの刊行体制 

物理学会 応用物理学会 

物理系学術誌 
刊行センター 
(PCPAP) 

JJAP/APEX 
編集委員会 

JPSJ 
編集委員会 

理論物理学 
刊行会（京大） 

PTP 
編集委員会 

企画 
投稿受付 
査読 

企画 
投稿受付 
査読 

印刷会社 

組版 
オンライン公開 
印刷 

購読機関 

著者 

販売 

著者 

2013年からPTEPとして
物理学会に統合。 

Web 



オープン・アクセス誌 PTEP 創刊の計画 

 PTPの刊行を2013年から物理学会+刊行センターに移行。 
 この機会に素粒子、原子核、宇宙線・宇宙物理、ビーム物の実験論文も。 
   Progress of Theoretical and Experimental Physics (PTEP) と改名。 
  それ以外の分野はJPSJへ。 
 2009-2010年に新雑誌の在り方を議論。 

素核宇宙コミュニティ 
理論家 

掲
載
料
を
無
料
に
！ 

実験家 

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
を
！ 

だれが経費を 

負担するのか？ 

 PTEPをオンラインのみのオープン・
アクセス誌として2012年に創刊する。 

 原則として、掲載論文の著者は掲
載料を支払う。 

 大型研究機関、全国共同利用機関
などを通じて、掲載料免除・軽減を
必要とする著者を支援する。 

SCOAP3 



PTEP創刊プラン 

 招待論文からなる特集企画を集めて2012年にPTEPを創刊する。
これによって新雑誌の目指すところを明らかにする。2012年は
PTPとPTEPが共存する。2013年から理論と実験を含む全分野の
論文を出版する。 

 

 編集委員会の他に、日本の大型実験施設のオリジナルな研究
成果の投稿を働きかけるプロモーション・チームを結成する。 

 

 高エネルギー関係の大型研究機関に組織的な掲載料の支援
を要請する。 

 
 SCOAP3への対応、広範な宣伝、国際的な投稿促進のために、
海外出版機関との連携も視野に入れる。 



物理系オープン・アクセス誌の動向 Ｉ 

New Journal of Physics (IOP Publishing、英国-ドイツ物理学会共同) 

1999年創刊、IF=3.31 
掲載料：$1020 

Physical Review X (American Physical Society) 2011年秋創刊予定、掲載料：$1500 



物理系オープン・アクセス誌の動向 ＩＩ 

AIP Advances (American Institute of Physics) 2011年4月創刊、掲載料：$1350 

オープン誌は物理系ジャーナルの世界的な潮流となるか？ 
Creative Commons License (著作権は著者に) 

しかし、IOPP, APS, AIPともに購読誌で十分な収益を得ている。 
オープン誌単独でも成功する可能性は？ 



出版者Ａ 
購読誌 

出版者Ｂ 
オープン誌 

図書館（読者） 著者 投稿 

¥¥¥ 

購読 

¥¥¥ 

公的資金 

機関リポジトリ― 
機関リポジトリ―は学術誌の
代替ではない（目的が別）。 

雑誌購読費 

研究費 

redirect 

購読誌からオープン誌への
移行がスムーズに進行す
れば持続可能。 

現状では購読誌が圧倒的に優勢。 
自発的にRe-direction は起こらない。 

オープン誌への特別の支援が必要。 

持続可能なオープン誌の経営モデルは？ 



1. 科研費（研究成果公開促進費）でOA誌を重点的に支援する。 
 

2. オープン・アクセス誌に投稿する著者、或いは購読誌に掲載さ
れた論文をオープン・セレクトに指定する著者を財政的に支援。
（例えば、研究費に一定の割合で、オープン論文にのみ適用で
きる研究成果公開費を付与する。） 
 

3. 大型研究機関や大学に対し、オープン・アクセス誌への投稿支
援のための基金を作ることを奨励する。   

購読モデルから著者負担モデルへの転換のために 

「はずみ」がつけばオープン誌の持続的刊行は可能 



オープン・アクセス誌支援の例 

A number of institutions have now 
signed the Compact for Open-Access 
Publishing Equity as a commitment 
to 'the timely establishment of 
durable mechanisms for 
underwriting reasonable publication 
charges for articles written by its 
faculty and published in fee-based 
open-access journals and for which 
other institutions would not be 
expected to provide funds.' The 
following institutions run specific 
schemes to cover all or part of the 
cost of publishing in NJP:  

http://www.oacompact.org/
http://www.oacompact.org/
http://www.oacompact.org/
http://www.oacompact.org/


４．まとめと課題 

1. SCOAP3は高エネルギー物理学分野全体を一気にOA化しようとする壮
大な実験。リスクは大きいが成功すれば意義がある。 
 

2. 物理学会のPTEP創刊は、実験・理論ともに日本で行われた重要な研究

成果を日本の雑誌から発信しようとする研究者コミュニティの決意に基
づく。 
 

3. PTEP創刊とSCOAP3の開始が、偶然同時期となる可能性が高い。PTEP
をOA誌として創刊することにもリスクを伴うが、意義は大きい。 

 

4. 将来はより多くの雑誌がOA化することが望ましい。購読モデルも著者
負担モデルも、経費の源は同じ。雑誌のOA化を促進するような公的資
金の制度設計を考えるべき。 
 

5. OA誌の持続的な経営モデルはまだ確立されていない。オープン化に

至る過程は雑誌や分野により異なる。段階的なオープン化（一部の論
文のOA化）が適切な場合も多い。PTEPで計画している完全なOA化に
は組織的な支援が必要。 


